
















全の反対概念であるキケン関連用語には、crisis, danger, risk の 3 つの用語がある。まず crisis は、














あるいは 3.11 を意識したもの 2 本、リスクマネジメント一般を扱ったもの 3 本であった。分布も
バランスがとれていて心地よかった。


















一方投稿論文は、寄稿論文 5 本に比べて 3 本とやや低調であった。しかし個別には大溝一登論文
の今話題の国際金融分野、田中 美和論文の金型産業に特化した産業の実態と方向性、白 旺論文の
グローバル戦略それもわが国グローバル企業の中国におけるローカライゼーション戦略と、いずれ
も分析視点の独自性、話題性に富む内容であった。量を超えるに値する良質内容の論文であった。
ここに合計 8 本の論文が勢揃いした。
学問の世界では、国を超え時代を超え先達から学ぶことができる。しかも死ぬ思いをしなくても
学習できる。多様性に富みしかも先進性にあふれた文章を読む冒険（risk）を読者の皆さんと共有
しつつ…。
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